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日
本
の
近
代
農
学
の
源
流
を
探
る
と
、
大
き
く
二
つ
の
流
れ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
一
つ
は
日
本
在
来
の
農
学
知
識
や
農
業
技
術
で
あ
る
。
稲
作
や
養
蚕
の
分
野
で

は
、
そ
の
影
響
は
と
く
に
大
き
い
。
明
治
初
期
に
は
、
近
世
農
書
の
翻
刻
や
、
老
農
た

ち
を
通
じ
て
、
日
本
の
近
代
農
学
の
成
立
に
寄
与
し
た
。
二
つ
目
は
、
欧
米
の
近
代

農
学
で
あ
る
。
こ
れ
は
お
よ
そ
三
つ
の
ル
ー
ト
を
通
じ
て
、
日
本
に
導
入
さ
れ
た
。
御

雇
外
国
教
師
・技
師
を
通
じ
た
ル
ー
ト
、
欧
米
へ
の
日
本
人
留
学
生
の
派
遣
と
い
う
ル

ー
ト
、
そ
し
て
も
う
一
つ
が
、
当
時
「
泰
西
農
書
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
欧
米
農
書
の
翻

訳
・
翻
案
で
あ
る
。
明
治
初
期
の
泰
西
農
書
に
つ
い
て
先
駆
的
な
研
究
を
行
った
斎
藤

之
男
氏
は
、
「
農
学
の
知
識
の
大
衆
的
浸
透
・
啓
蒙
を
狙
う
翻
訳
農
業
書
の
発
刊
は

明
治
一
〇
年
代
ま
で
の
泰
西
農
学
摂
取
の
重
要
な
手
段
で
あ
った
」
（
『
日
本
農
学
史

⍖
近
代
農
学
形
成
期
の
研
究
⍖
』一
九
六
八
）と
評
価
し
て
い
る
。

東
京
農
業
大
学
図
書
館
大
学
史
資
料
室
が
管
理
す
る
貴
重
書
室
に
は
、
明
治
初

期
の
「
泰
西
農
書
」
が
何
点
か
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
一
八
七
三
年
（
明
治
六
）
に
刊
行

さ
れ
た
『
西
洋
農
家
訓
』
（
バ
ロ
ー
ほ
か
原
著
、
神
田
豊
訳
、
仏
国
）
、
七
五
年
（
明
治

八
）
刊
行
の
『
農
学
簡
明
』
（
ジ
ョ
ン
ソ
ン
原
著
、
志
賀
雷
山
訳
、
英
国
）
や
『
斯
氏
農
業

問
答
』（ス
テ
フ
ァ
ン
原
著
、
後
藤
達
三
訳
、
英
国
）
、
ま
た
七
六
年
（明
治
九
）に
刊
行

の
『
耕
作
必
用
』
（
ボ
ン
メ
ル
原
著
、
小
倉
勝
全
ほ
か
訳
、
米
国
）
、
さ
ら
に
後
述
の
『英

国
農
業
篇
』
な
ど
で
あ
る
。
も
う
少
し
後
、
明
治
二
〇
年
代
に
な
る
と
、
『
農
理
原

論
』
（
ノ
ル
ト
ン
原
著
、
永
田
健
助
訳
、
米
国
）
な
ど
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
和

装
本
で
、
泰
西
農
書
と
呼
ん
で
違
和
感
は
な
い
が
、
同
じ
く
明
治
二
〇
年
代
を
中
心

に
全
五
冊
で
刊
行
さ
れ
た
『
農
業
経
済
論
』
（
ロ
ッ
シ
ェ
ル
原
著
、
関
澄
蔵
ほ
か
訳
、
独

国
）
と
な
る
と
、
す
で
に
洋
装
本
で
、
泰
西
農
書
と
呼
ぶ
よ
り
も
、
欧
米
農
書
と
呼
ぶ

方
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
図
書
館
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
明
治
期
の
代
表
的
な
泰
西

農
書
と
し
て
『
斯
氏
農
書
』
（
ス
テ
フ
ァ
ン
原
著
、
岡
田
好
樹
ほ
か
訳
、
英
国
）
も
収
蔵

し
て
い
る
が
、
な
ぜ
か
こ
れ
は
貴
重
書
で
は
な
く
、
一
般
書
の
扱
い
（
た
だ
し
禁
帯
出
）

と
な
っ
て
い
る
。
前
出
の
『
斯
氏
農
業
問
答
』は
、
問
答
体
で
記
述
さ
れ
た
『斯
氏
農
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書
』の
簡
約
版
と
も
言
え
る
。

こ
こ
で
は
、
『
英
国
農
業
篇
』
を
泰
西
農
書
の
事
例
と

し
て
取
り
上
げ
、
同
書
の
内
容
と
翻
訳
者
で
あ
る
岡
田

好
樹
に
つ
い
て
解
説
し
て
み
た
い
。
な
お
、
『
英
国
農
業

篇
』
は
、
書
名
の
通
り
、
英
国
農
書
か
ら
の
翻
訳
で
あ
る

が
、
当
時
出
版
さ
れ
た
泰
西
農
書
の
中
で
は
英
国
農
書

が
最
も
多
い
。
こ
れ
は
、
わ
が
国
高
等
農
業
教
育
機
関
の

嚆
矢
と
さ
れ
る
駒
場
農
学
校
で
、
最
初
の
教
師
陣
と
し

て
イ
ギ
リ
ス
人
教
師
た
ち
が
招
聘
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
農

学
・農
法
が
教
授
さ
れ
た
こ
と
に
も
通
じ
て
い
る
。

明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
三
月
に
勧
農
局
か
ら
刊

行
さ
れ
た
『
英
国
農
業
篇
』
全
一
一
巻
は
、
明
治
八
・
一

五
～
一
七
年
（
一
八
七
五
、
八
二
～
八
四
）
に
刊
行
さ

れ
た
『
斯
氏
農
書
』
全
六
四
冊
に
次
ぐ
大
部
の
英
国
翻

訳
農
書
で
、
明
治
三
・
四
年
（
一
八
七
〇
・
七
一
）
に
刊

行
さ
れ
た
『
泰
西
農
学
』
全
八
冊
と
合
わ
せ
て
、
明
治
初

期
の
三
大
翻
訳
農
書
の
一
つ
で
あ
る
。
大
蔵
大
輔
兼
勧

農
局
長
で
あ
っ
た
松
方
正
義
の
撰
文
に
な
る
明
治
一
〇

年
七
月
付
け
の
序
が
付
さ
れ
て
い
る
。
「
例
言
」
に
拠
れ

ば
、
「
原
著
ハ
「
ブ
リ
チ
シ
、
フ
ァ
ー
ミ
ン
」
ト
題
シ

蘇
格
蘭

（す
こ
つ
と
ら
ん
ど
）

（
中
略
）
ノ
農
学
家
ヂ
ョ
ン
、
ウ
ヰ
ル
ソ
ン
氏
ノ

原
撰
ニ
シ
テ
彼
紀
元
一
千
八
百
六
十
二
年
ノ
刊
行
」
に

係
る
。
す
な
わ
ち
、John W

ilson
が
エ
ジ
ン
バ
ラ
で
一
八
六

二
年
に
刊
行
し
たBritish 

farm
ing

の
第
九
版
が
原
著
で

あ
っ
た
。
こ
れ
を
岡
田
好
樹
が
抄
訳
し
た
も
の
が
、
『
英

国
農
業
篇
』
で
あ
る
。
抄
訳
に
つ
い
て
は
、
「
原
書
中
本
邦

ノ
農
事
ニ
適
切
ナ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
節
畧
シ
テ
訳
セ
ズ

但
シ
勧
農
局
農
学
校
教
師
英
人
ヂ
ヨ
ン
、
カ
ス
タ
ン
ス
氏

ノ
取
捨
ス
ル
所
ニ
係

ル
」
と
あ
る
よ
う
に
、

駒
場
農
学
校
の
イ
ギ

リ
ス
人
教
師
の
一
人

で

あ

る

John 
D. 

C
ustance

が
係
わ
っ
て

い
る
。
そ
の
目
次
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

巻
之
一

第
一
篇

農
業
機
械
及
器
具
ヲ
論
ス

巻
之
二

仝
前

農
産
調
理
器
械

第
二
篇

土
地
耕
耡

ノ
準
備
ヲ
論
ス

巻
之
三

第
三
篇

耕
作
事
務
ヲ
論
ス

第
四
篇

耕
種

交
代
ノ
法
ヲ
論
ス

巻
之
四

第
五
篇

肥
料
ヲ
論
ス

巻
之
五

第
六
篇

耕
種
物
ヲ
論
ス

穀
物

巻
之
六

第
七
篇

仝
前

根
菜

巻
之
七

第
八
篇

仝
前

牧
草
及
芻
類

巻
之
八

第
九
篇

仝
前

有
限
耕
種
物

第
十
篇

家

畜
ヲ
論
ス

巻
之
九

第
十
一
篇

仝
前

第
十
二
篇

仝
前

乳
酪
場

巻
之
十

第
十
三
篇

仝
前

羊

巻
之
十
一

第
十
四
篇

仝
前

第
十
五
篇

荒
地
開
拓

法
ヲ
論
ス

附
録

英国農業篇 



3 

明
治
初
期
翻
訳
農
書
の
多
く
に
つ
い
て
、
翻
訳
者
の
経

歴
や
業
績
に
は
不
明
な
点
が
多
い
。
前
出
『
泰
西
農
書
』

の
訳
者
で
あ
る
若
山
儀
一
の
よ
う
に
、
『
若
山
儀
一
全

集
』
上
下
巻
す
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
例
外
も
中
に
は
あ

る
が
、
そ
れ
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
『
英
国
農
業
篇
』
の

翻
訳
者
・
岡
田
好
樹
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
生
没
年
す

ら
明
ら
か
に
な
って
こ
な
か
った
。
そ
れ
が
、
中
井
え
り
子

氏
の
「
『
官
許
佛
和
辭
典
』
と
岡
田
好
樹
を
め
ぐ
っ
て
」

『
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
研
究
年
報
』
六
（
二
〇
〇

七
）
に
よ
っ
て
、
経
歴
や
業
績
の
一
部
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
中
井
氏
の
研
究
に
拠
り
つ
つ
、
略
述
し
て
お
こ
う
。

岡
田
好
樹
は
一
八
四
八
年
（
嘉
永
二
）
お
そ
ら
く
長

崎
に
生
ま
れ
た
。
長
崎
唐
通
事
出
身
の
著
名
な
英
学
者

・
何
礼
之

が

れ

い

し

か
ら
英
語
を
学
ん
だ
あ
と
、
何
礼
之
や
宣
教

師
と
し
て
来
日
し
て
い
た
フ
ル
ベ
ッ
キ
ら
と
と
も
に
、
長
崎

奉
行
所
の
洋
学
教
育
機
関
で
あ
る
済
美
館
英
学
局
で

教
授
と
し
て
英
語
を
教
え
、
維
新
後
も
明
治
政
府
に
接

収
さ
れ
広
運
館
と
名
前
を
変
え
た
英
学
局
の
教
授
・
英

語
教
導
を
勤
め
た
。
次
い
で
中
央
に
上
が
り
、
文
部
省

編
輯
寮
九
等
出
仕
と
な
り
、
さ
ら
に
外
務
少
記
と
し
て

寺
島
宗
則
に
随
行
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
渡
った
。
帰
国
後
、

外
務
三
等
書
記
官
、
間
も
な
く
内
務
省
出
仕
に
転
じ
、

一
八
七
七
年
（
明
治
一
〇
）
に
は
同
省
図
書
局
御
用
掛

と
な
っ
た
。
同
省
少
書
記
官
、
権
大
書
記
官
を
歴
任
し

た
が
、
一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
）
非
職
を
命
じ
ら
れ

た
。
こ
の
間
、
『
英
国
農
業
篇
』
の
ほ
か
、
前
出
の
『
斯
氏

農
書
』を
翻
訳
し
て
い
る
。
明
治
初
期
の
啓
蒙
的
な
開
明

官
僚
の
一
人
と
評
価
で
き
よ
う
。
逝
去
は
一
九
二
六
年

（
大
正
一
五
）
で
あ
る
が
、
下
野
後
の
経
歴
に
つ
い
て
は
不

明
な
点
が
多
い
。

国
際
食
料
情
報
学
部
長

友
田
清
彦

わ
が
国
に
お
い
て
、
食
料
や
農
業
・
農
村
に
関
す
る
総

合
的
研
究
を
行
っ
て
い
る
国
立
研
究
開
発
法
人
が
、
農

林
水
産
省
所
管
の
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究

機
構
、
通
称
農
研
機
構
で
あ
る
。
農
研
機
構
は
、
二
〇

〇
一
年
（
平
成
一
三
）
に
、
当
時
の
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

な
ど
一
二
の
国
立
研
究
機
関
を
統
合
再
編
し
発
足
し

た
も
の
だ
が
、
こ
れ
ら
農
業
関
係
の
研
究
機
関
の
淵
源

を
辿
る
と
、
一
八
九
三
年
（明
治
二
六
）
に
設
置
さ
れ
た

農
商
務
省
農
事
試
験
場
に
行
き
着
く
。
そ
の
生
み
の
親

で
あ
り
、
初
代
場
長
を
務
め
た
の
が
、
こ
こ
に
紹
介
す
る

沢
野
淳
で
あ
る
。
沢
野
は
横
井
時
敬
の
駒
場
農
学
校
時

代
の
同
期
生
（
農
学
科
二
期
生
）
で
あ
った
。
ち
な
み
に
、

同
期
の
卒
業
生
に
は
、
明
治
日
本
の
農
学
・農
政
を
築
い

た
人
材
が
多
数
い
る
。
横
井
と
首
席
を
争
っ
た
ラ
イ
バ
ル

で
、
農
会
法
や
産
業
組
合
法
の
制
定
な
ど
に
農
務
局
長

と
し
て
辣
腕
を
ふ
る
っ
た
酒
勾
常
明
、
若
く
し
て
逝
去

し
た
が
、
の
ち
に
派
生
す
る
農
学
系
諸
学
会
の
母
体
「
農

学
会
」
創
設
に
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、
初
代
幹
事
長

を
務
め
た
大
内
健
な
ど
で
あ
る
。

沢
野
淳
が
東
京
農
業
大
学
の
前
身
で
あ
っ
た
東
京
農

学
校
と
係
わ
る
の
は
一
八
九
五
年
（
明
治
二
八
）か
ら
で

あ
る
。
そ
の
前
年
十
月
、
榎
本
武
揚
は
東
京
農
学
校
の

経
営
を
徳
川
育
英
会
か
ら
譲
り
受
け
る
と
、
翌
九
五

年
四
月
、
評
議
員
制
度
を
設
け
、
横
井
、
沢
野
の
他
、

駒
場
農
学
校
出
身
者
で
は
、
押
川
則
吉
（
二
期
生
）
、

英
国
農
業
篇

全
十
一
巻

剹

農
事
試
験
場
生
み
の
親
・
沢
野
淳

剹

東
京
農
業
大
学
の
人
々
（
五
）
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豊
永
真
理
（
五
期
生
）
、
長
岡
宗
好
（
六
期
生
）
、
札
幌

農
学
校
出
身
者
で
は
渡
瀬
寅
次
郎
の
計
六
名
に
評
議

員
を
委
嘱
し
た
。
し
か
し
、
経
営
は
上
手
く
い
か
ず
、
行

き
詰
ま
っ
た
。
か
く
て
、
一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇
）
一

月
、
榎
本
は
大
日
本
農
会
に
本
校
の
一
切
を
寄
付
し
、

こ
こ
に
大
日
本
農
会
附
属
東
京
農
学
校
が
誕
生
し
た
。

横
井
時
敬
は
教
頭
と
な
り
、
ま
た
十
人
の
商
議
員
が
新

た
に
委
嘱
さ
れ
た
。
横
井
、
沢
野
ら
五
人
は
、
引
き
続

き
商
議
員
と
な
っ
た
。
沢
野
は
一
九
〇
三
年
（
明
治
三

六
）
に
逝
去
す
る
が
、
そ
れ
ま
で
商
議
員
と
し
て
、
存
立

危
機
の
時
代
か
ら
、
常
盤
松
へ
の
移
転
、
東
京
高
等
農

学
校
へ
の
改
称
と
、
横
井
ら
と
と
も
に
本
校
の
発
展
の
た

め
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

沢
野
淳
は
一
八
五
九
年
（
安
政
六
）
四
月
、
三
田

さ

ん

だ

藩

家
老
の
長
男
と
し
て
、
現
在
の
兵
庫
県
三
田
市
に
生
ま

れ
た
。
近
代
日
本
化
学
の
始
祖
と
も
評
価
さ
れ
る
川
本

幸
民
塾
（
三
田
英
蘭
塾
）
に
学
ん
だ
が
、
の
ち
東
京
に
出

て
駒
場
農
学
校
に
入
学
、
一
八
八
〇
年
（
明
治
一
三
）

同
校
農
学
科
、
さ
ら
に
八
三
年
農
芸
化
学
科
を
卒
業

し
た
。
卒
業
後
は
、
農
商
務
省
農
務
局
御
用
掛
、
技

手
、
技
師
試
補
を
経
て
、
一
八
八
九
年
（明
治
二
二
）
ド

イ
ツ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
あ
わ
せ
て
農

事
の
実
況
調
査
の
た
め
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ

の
三
国
、
お
よ
び
イ
ン
ド
・
サ
イ
ゴ
ン
地
方
の
巡
回
を
命
ぜ

ら
れ
た
。
翌
九
〇
年
帰
国
、
欧
米
出
張
で
農
業
に
関
す

る
試
験
研
究
機
関
の
必
要
を
痛
感
し
た
沢
野
は
、
陸
奥

宗
光
農
商
務
大
臣
に
農
事
試
験
場
の
設
置
を
建
議
し

た
。
こ
れ
が
農
事
試
験
場
誕
生
の
発
端
と
な
る
。

さ
て
、
わ
が
国
初
の
全
国
的
な
農
学
系
学
会
で
あ
る

「
農
学
会
」
は
、
一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
）
、
同
会
の
農

政
意
見
と
し
て
『
興
農
論
策
』
を
発
表
し
た
。
起
草
に
当

た
っ
た
の
は
大
内
健
、
古
在
由
直
、
沢
野
淳
、
志
岐
守

秋
、
横
井
時
敬
で
あ
る
。
横
井
が
晩
年
の
回
想
で
、
「
之

は
興
農
の
手
段
と
し
て
農
学
校
農
事
試
験
場
及
農
会
の

三
つ
を
挙
げ
て
詳
論
し
た
者
で
（
中
略
）
就
中

な
か
ん
ず
く

農
事
試

験
場
附
つ
け
た

り
巡
回
講
話
と
い
ふ
一
條
は
過
半
採
用
さ
れ

た
者
で
後
に
中
央
試
験
場
が
出
来
る
時
に
沢
野
氏
は

農
務
局
に
在
っ
た
が
大
に
此
論
策
を
振
廻
し
た
者
で
在

り
ま
し
て
凡
そ
中
央
試
験
場
一
つ
農
区
試
験
場
六
、
論

策
で
は
五
ヶ
所
各
府
県
各
一
つ
と
云
ふ
試
験
場
の
設
立

は
大
体
此
論
策
に
則
った
者
で
あ
り
ま
す
」と
述
懐
し
て

い
る
よ
う
に
、
農
事
試
験
場
の
項
目
を
担
当
し
、
そ
の
実

現
を
主
導
し
た
の
も
沢
野
で
あ
った
。
す
な
わ
ち
、
一
八

九
〇
年
（
明
治
二
三
）
年
七
月
、
農
務
局
に
五
つ
の
課
が

置
か
れ
る
と
、
沢
野
は
第
五
課
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の

と
き
横
井
時
敬
も
第
一
課
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
間
も

な
く
横
井
が
農
商
務
省
を
辞
し
た
た
め
、
沢
野
は
第
一

課
長
も
兼
任
す
る
こ
と
に
な
った
。
こ
の
兼
任
は
短
期
間

で
解
か
れ
た
が
、
そ
の
後
も
第
五
課
長
と
し
て
、
さ
ら
に

第
一
課
長
専
任
と
し
て
農
事
試
験
場
の
創
設
に
尽
力

し
た
。
か
く
て
、
一
八
九
三
年
（
明
治
二
六
）
四
月
、
農

商
務
省
農
事
試
験
場
（
西
ヶ
原
）
が
置
か
れ
、
沢
野
は
初

代
場
長
と
な
った
。
さ
ら
に
六
月
に
は
、
大
阪
・広
島
・
徳

島
・
熊
本
・
宮
城
・
石
川
に
支
場
が
置
か
れ
た
。
沢
野
は

一
八
九
九
年
（明
治
三
二
）
三
月
、
学
位
を
授
与
さ
れ
、

横
井
時
敬
や
新
渡
戸
稲
造
と
と
も
に
日
本
初
の
農
学

博
士
と
な
っ
た
が
、
同
年
七
月
、
大
阪
出
張
中
に
胃
潰

瘍
の
た
め
客
死
し
た
。

（国
際
食
料
情
報
学
部
長

友
田
清
彦
記
）

沢野 淳 

当
資
料
室
で
は
東
京
農
業
大
学
史
に
関
す
る
資
料
を
ひ
ろ

く
収
集
し
て
お
り
ま
す
。
東
京
農
業
大
学
史
関
係
資
料
や
、

各
種
情
報
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も

結
構
で
す
の
で
、
左
記
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

東
京
農
業
大
学

図
書
館

大
学
史
資
料
室
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